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表紙：河和線 高横須賀～南加木屋駅間 養父森岡線鉄道交差事業に伴う本線軌道工事（関連記事：２～３ページ）



●矢作建設の印象を教えてください。 ●矢作建設の印象を教えてください。

土木事業本部
鉄道本部　鉄道部
第４工事グループ

竹内 純
さん

土木事業本部
鉄道本部　鉄道部
第４工事グループ

市村 徹
さん

土木事業本部
鉄道本部　鉄道部
第４工事グループ

西尾友一
さん

株式会社岩倉組
軌道工　施工部長

阿式昭人
さん

この事業は東海市が主体となり、都市計
画道路養父森岡線の整備に伴う鉄道高
架事業に合わせ、新駅の設置及び、駅
前広場や公立西知多総合病院へのアクセ
ス通路等の周辺整備を行うものです。
本工事は鉄道高架事業として、名鉄河
和線の高横須賀駅から南加木屋駅間に
本線軌道を敷設し仮線軌道から切替を行
います。

●現場を紹介してください。

市村

●現場で特に力を入れて取り組んで
いることを教えてください。

すでに線路切替の日程が決まっているた
め、限られた日数の中で現場を完成させ
なければいけません。
競合する作業で仕事が止まらないよう
に、関係者各位と入念に打ち合わせを行
い、工程管理に力を入れて取り組んでい
ます。

市村

●現場を紹介してください。

西尾

軌道工事とは離れますが、
全国的にも鉄道橋では珍
しいニールセンローゼ橋
や、FRP 製高欄が採用さ
れている珍しい現場になり
ます。

●現場で特に力を入れて取り組んで
いることを教えてください。

西尾

本工事では工区が太田川
駅方と河和駅方の２つに分
かれており、私は河和駅方
の工区を担当しました。
現場は高横須賀５号踏切
道に面している他、自動車
販売会社が隣接しているた
め、第三者への交通阻害
や粉塵等の発生防止に特
に注意しました。

●現場を紹介してください。

竹内

この現場はユーモアのある面白
い方が多いです。１日１回以上
は必ず笑いが起きています。で
すが、作業中は集中して工事を
進め、気合いと熱意、そして一
切の妥協を許さず、より質の良
い線路をつくるぞという気持ち
で、当現場一丸となって取り組
んでいます。

●現場で特に力を入れて取り組んで
いることを教えてください。

この工事は夜間での踏切工事
や線路の切替工事があるので、
通行止めや騒音で第三者の方々
にご迷惑をおかけすることがあ
ります。近隣の住民の方に対
する配慮をして、工事を進めて
います。

竹内

阿式

現場では様々な状況下で、職員さんから的確な指
示、アドバイスをもらっています。
作業中は安全に対する意識が高く、いい緊張感
を持たせてもらっています。また、作業が終わると、
社員全員に気配りもして頂き、温かい会社だと思
います。
今日も頑張ろうと意欲を持たせてくれる会社です。

武藤

皆明るく笑顔で対応してくれるの
で話しやすいです。
また、わからない事も丁寧に教えて
くれるので安心して作業できます。

辻工業有限会社
軌道工

武藤翔弥
さん

●現場を良くするために、心掛けていることを教えてください。

まず、始発列車が安全に運行できるようにするこ
とを第一に考えます。
特に電気施設付近での作業や、軌道用諸車を使
用するときは、何度も安全確認するよう指示をし、
自分も常に心がけております。
作業前から作業終了までの作業員全員の体調や
動きを見ることも、心掛けています。

阿式

●現場を良くするために、
心掛けていることを教えてください。

作業終了後、現場内の点検・道
工具の整理をし、作業環境を整
えるようにしています。
矢作建設の職員の方と道工具の
置き場所や養生の仕方などしっか
り打ち合わせして作業するように
心掛けています。

武藤

現場住所：愛知県東海市加木屋町地内
工　　期：2023年 3月3日～
　　　　　2024年 3月25日

工事概要
軌道敷設：1422.0ｍ
軌道移設：725.0ｍ
踏切工事：1.0箇所
（高横須賀5号踏切）
軌道撤去：1509.0ｍ
ロングレール化：603.0ｍ

養父森岡線鉄道
交差事業に伴う
養父森岡線鉄道
交差事業に伴う本線軌道工事本線軌道工事

南加木屋駅間南加木屋駅間高横須賀高横須賀河和線河和線
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社長挨拶
矢作建設工業㈱ 髙柳社長

閉会の挨拶
作友会 澤野会長

開会のことば
矢作建設工業㈱ 中央安全衛生委員会

名和委員長

※五十音順、敬称略

優秀協力会社・優秀職長・YAHAGIマイスター優秀協力会社・優秀職長・YAHAGIマイスター

表 彰表 彰 安
全
衛
生
推
進
大
会
開
催

安
全
衛
生
推
進
大
会
開
催

20232023年度年度

岩城　篤 株式会社岡本工務店
大平和博 株式会社ハタノ
木下宗保 橋本建設株式会社
洲崎清次 株式会社協和工務店
塚原清司 株式会社新生

堤　和樹 有限会社サンセラミック
富田浩史 株式会社岡本組
永瀬貴宏 有限会社小林鉄筋
西川克徳 株式会社創羽
松澤洋一 東鐵工業株式会社

YAHAGI マイスター

土木事業本部　土木本部
安藤弘樹 株式会社松原興業
石川真史 サン・シールド株式会社
今村真悟 三島建設株式会社
奥村　輝 有限会社信澤土木
木村海渡 株式会社ＴＳＭ
角　裕太 有限会社ノムラ緑化
鷲見幸弘 ヒロセ株式会社
中尾浩教 ＳＭＣテック株式会社
松岡清志 東亜道路工業株式会社
村井伸行 株式会社道場建設

土木事業本部　鉄道本部
阿式昭人 株式会社岩倉組
小寺祐一 株式会社新道組

建築事業本部　施工本部
稲熊由久 安田株式会社
岩城　篤 株式会社岡本工務店
宇都恭平 株式会社創羽
加藤慎紀 株式会社協和工務店
栗田綱政 東洋シヤッター株式会社
鈴木修太郎 株式会社沢野商会
高木　渉 株式会社ハタノ
髙橋佑哉 川北電気工業株式会社
立木泰男 不二木材工業株式会社
堤　和樹 有限会社サンセラミック
中野勝彦 株式会社岡本組
林　義人 株式会社新生
松澤洋一 東鐵工業株式会社
松原誠治 佐藤興業株式会社
山崎悟史 橋本建設株式会社
六井信也 衣浦電気工事株式会社
渡邉　勉 株式会社木村建設

優秀職長

土木事業本部　土木本部
株式会社角藤
株式会社秀栄工務店
大成ロテック株式会社
株式会社田口建設
株式会社TSM
株式会社西出組
有限会社信澤土木
橋本建設株式会社
有限会社ピレネーエキスパート
株式会社松原興業
株式会社宮本組

土木事業本部　鉄道本部
株式会社新道組
有限会社徳丸興業

建築事業本部　施工本部
株式会社アシスト
株式会社岡本組
海津建設株式会社
衣浦電気工事株式会社
株式会社協和工務店
有限会社小林鉄筋
株式会社沢野商会
株式会社三晃空調
株式会社シンエイライフ
株式会社新生
株式会社立松鉄工
東鐵工業株式会社
橋本建設株式会社
株式会社ハタノ

優秀協力会社

６
月
12
日
、矢
作
建
設
工
業
株
式
会

社
「
2023
年
度　

安
全
衛
生
推
進
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
年
度
の
大
会

は
、会
場
（
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋
）と
オ

ン
ラ
イ
ン
と
の
併
用
開
催
と
な
り
ま
し

た
。当
社
役
職
員
、関
連
会
社
社
長
、作

友
会
か
ら
362
名
が
参
加
し
ま
し
た
。最

初
に
、中
央
安
全
衛
生
委
員
長
の
名
和

副
社
長
よ
り
「
開
会
の
言
葉
」が
述
べ

ら
れ
た
後
、髙
柳
社
長
が
挨
拶
に
立
た

れ
、「
当
社
に
お
い
て
も
『
重
大
災
害
の

絶
滅
』に
向
け
、全
社
を
挙
げ
て
、そ
し

て
作
友
会
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
継
続
中
で
あ
り
ま
す
。引
き

続
き
危
険
に
対
す
る
更
な
る
予
防
策
を

講
ず
る
と
と
も
に
、現
場
巡
視
・
パ
ト

ロ
ー
ル
に
お
い
て
は
様
々
な
角
度
か
ら

隠
れ
た
危
険
の
芽
を
早
期
に
発
見
し
、

可
能
な
限
り
二
重
の
安
全
対
策
、ダ
ブ

ル
・
セ
ー
フ
テ
ィ
を
実
践
す
る
よ
う
、

安
全
管
理
の
強
化
を
続
け
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、来
賓
と
し
て
名
古
屋
北
労

働
基
準
監
督
署
の
寺
部
署
長
が
ご
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、表
彰
式
が
行
わ

れ
、優
秀
協
力
会
社
27
社
、優
秀
職
長
29

名
の
表
彰
と
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
マ
イ
ス

タ
ー
10
名
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、安
全
環
境
活
動
発
表
と
し
て
、

安
全
環
境
部
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
本
部
総
務

部
よ
り
３
件
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、最
後
に
作
友

会
澤
野
会
長
よ
り
「
閉
会
の
言
葉
」が
述

べ
ら
れ
、大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
安
全
環
境
部
）

2023年度
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SEIJI
SUSAKIATSUSHI

IWAKI
MUNEYASU
KINOSHITAHIROSHI

TOMIDA

20232023
YAHAGI マイスター

九代目九代目

株
式
会
社 

岡
本
工
務
店

岩
城
　
篤

と
び
工

株
式
会
社 

岡
本
組富
田
浩
史

と
び
・
土
工

橋
本
建
設
株
式
会
社

木
下
宗
保

鉄
筋
工

株
式
会
社 

協
和
工
務
店

洲
崎
清
次

型
枠
大
工

「第９期 YAHAGIマイスター」に選出された10名の方々をご紹介します！
「YAHAGIマイスター」とは、矢作建設工業㈱が認めた高い技術力とリーダーシップを兼ね備えた建設業のプロフェッショナルに与えられる称号です。

「第９期 YAHAGIマイスター」に選出された10名の方々をご紹介します！
「YAHAGIマイスター」とは、矢作建設工業㈱が認めた高い技術力とリーダーシップを兼ね備えた建設業のプロフェッショナルに与えられる称号です。

7 さくゆう NO.NO.170170 6さくゆう さくゆう NO.NO.170170



KATSUNORI

NISHIKAWA
YOUICHI
MATSUZAWATAKAHIRO

NAGASE
KAZUHIRO
OHIRASEIJI

TSUKAHARA
KAZUKI
TSUTSUMI

有
限
会
社 

サ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク

堤
　
和
樹

タ
イ
ル
工

東
鐵
工
業
株
式
会
社

松
澤
洋
一

鉄
骨
工

株
式
会
社 

新
生

塚
原
清
司

内
装
仕
上
工

株
式
会
社 

ハ
タ
ノ大
平
和
博

造
作
大
工

有
限
会
社 

小
林
鉄
筋

永
瀬
貴
広

鉄
筋
工

株
式
会
社 

創
羽西
川
克
徳

型
枠
大
工
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今回紹介する「神業」は、矢作建設が開発した
切土補強土工法「PAN WALL」です。
PAN WALL は、補強土工法の表面工とし
てプレキャストコンクリート板を使用し、
高いところから順番に施工する逆巻き
工法で、急こう配施工が可能な工法
です。
今回は、開発当時から携わってく
ださっている株式会社西出組の
西出社長にお話を聞きました。

̶̶ 長年 PAN WALL 工法をやられてますが

̶̶ PAN WALL 工法で難しいことはなんですか

̶̶ PAN WALL 工法で心がけていることや施工のコツはありますか

̶̶ PAN WALL 工法でのやり甲斐は？

西出隆司さん （経験 43 年、内 PAN WALL 20 年）

株式会社西出組　代表取締役

軌道工事担当

元々は、推進工事や地盤改良工事をやっていました。矢作建設さんで、新たな工法を開発し
たので手伝ってくれないかと声をかけてもらいました。
開発当時は、なかなかうまく行かないことも多く、利益の出ない工法だなと思っていました。

最近では、いろいろ改良を加えてやりやすくなり、工事量も増えました。のり面の高さだと 10 段
（12ｍ）以上のものも施工しました。

自然の山を相手にするので、中にはものすごくやりにくいところもあります。地山がいびつで PAN 
WALL 板の裏に大量の裏込めコンクリートを打設しなければならないこともあります。

やはり見栄えですね。特にカーブの施工は、キャンバーをかましたり目地で調整したりして美しく仕上がるよう
に心がけています。また、PAN WALL 板据え付け時のバールの使い方にもコツがあります。パネルもちゃんと座り

たいんだからと、バールで自在に動かすと、カチッとおさまります。

やはり、完成したときですね。日々の業務は、同じことの繰り返しなのですが、その成果として巨大なのり面をつくること
ができます。二次製品なので見栄えもよく、完成時には達成感がありますね。

事務局から
PAN WALL 工法は、土木工事の中では珍しいロングセラー商品です。

開発から 30 年近くたっても今なお全国で需要が増えているのは、工法の改良開発や現場での工夫・改善といった努力に支えられている
のだと思います。建設工事は経験工学と言われます。開発当時から長年にわたって携わってこられた西出さんの経験を生かし、ますます

ご活躍されることを期待しています。忙しい中、ご協力ありがとうございました。

特 殊 工 事 密 着 取 材

カミワザTHE
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会
社
の
理
念
、
目
指
す
べ
き

も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
に
創
業
し
、
今
年
13
年
目
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

１
年
前
に
社
長
に
就
任
し
、
創
業
の
３
つ
の

精
神
に
加
え

１
．
関
係
者
や
仲
間
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
事

２
．��

謙
虚
に
皆
様
の
言
葉
に
傾
聴
す
る
気
持
ち

を
持
つ
事

３
．
新
し
い
事
に
挑
戦
し
続
け
る
向
上
心
を
も
つ
事

と
い
う
理
念
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
社
員
や
関
係
会
社
の
み
ん
な
が
常
に

心
が
け
、
理
解
し
、
行
動
し
て
く
れ
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
内
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
？

当
社
の
社
員
は
作
業
も
し
ま
す
が
、
職
長
と

し
て
二
次
、
三
次
の
職
人
さ
ん
た
ち
に
指
示
を

出
す
役
割
も
担
い
ま
す
。
大
き
な
現
場
だ
と
当

社
の
職
長
の
下
に
20
～
30
人
ほ
ど
の
職
人
さ
ん

を
管
理
す
る
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
社
員

の
管
理
能
力
向
上
と
管
理
力
の
平
準
化
を
図
る

た
め
、
１
ケ
月
に
１
度
全
職
員
が
集
い
、
協
議

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
は

「
良
い
こ
と
」
も
「
悪
い
こ
と
（
反
省
す
る
こ

と
）」
も
遠
慮
な
く
話
し
合
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
協
議
会
を
始
め
て
か
ら
約
６
年
に
な

り
ま
す
が
、
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
良
く
な
り
ま
し
た
。
社
員
の
意
識
が
変

わ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
施
工
の
出

来
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

矢
作
建
設
に
対
し
て
の�

�

印
象
は
？

所
長
や
次
席
の
方
々
は
勿
論
で
す
が
、
若
い

職
員
の
方
々
も
協
力
会
社
の
こ
と
を
良
く
考
え

て
頂
け
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
我
々
と
し
て

は
非
常
に
助
か
り
ま
す
し
、
や
り
や
す
い
で
す
。

自
社
が
得
意
と
し
て
い
る�

�

と
こ
ろ
は
？

矢
作
建
設
・
工
務
部
の
中
野
さ
ん
か
ら
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、「
鋼
製
型
枠
」

を
使
い
始
め
て
い
ま
す
。
実
際
に
鈴
与
小
牧
の

Ｒ
Ｃ
Ｓ
の
現
場
で
採
用
し
ま
し
た
。
従
来
の
木

製
と
比
較
し
て
精
度
も
高
く
施
工
性
も
良
く
、

仕
上
が
り
も
高
レ
ベ
ル
で
し
た
。
難
点
と
思
わ

れ
た
高
額
の
リ
ー
ス
料
も
施
工
性
の
良
さ
や
仕

上
が
り
の
良
さ
を
考
慮
す
る
と
許
容
で
き
る
範

囲
の
も
の
で
し
た
。
木
材
に
比
べ
て
廃
棄
物
も

発
生
し
ま
せ
ん
の
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
貢
献
で
き

て
い
る
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

自
社
が
誇
り
と
し
て
い
る�

�

と
こ
ろ
は
？

「
創
業
の
精
神
」
の
一
つ
で
も
あ
る
の
で
す

が
、
お
客
様
の
立
場
に
た
っ
て
物
事
を
考
え
る
こ

と
を
最
優
先
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に

は
、
ご
依
頼
に
対
し
て
簡
単
に
「
で
き
な
い
」
と

言
わ
な
い
。
ど
ん
な
に
難
し
い
要
求
で
も
、
い
っ

た
ん
受
け
止
め
て
「
で
き
る
方
法
を
考
え
る
」

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
が
一
緒
に
仕
事
を

で
き
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

何
か
工
夫
し
て
、
要
求
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
社
員
み
ん
な
が
そ
の
思
い
を
共

有
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
社
の
誇
り
で
す
。

今
ま
で
印
象
に
残
っ
た�

�

現
場
は
？

や
は
り
鈴
与
小
牧
の
現
場
は
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
ね
。
鋼
製
の
型
枠
を
採
用
す
る
と
い
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
好
結
果

が
得
ら
れ
、
今
後
に
生
か
す
目
途
が
付
き
ま
し

た
。
こ
の
挑
戦
は
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
ね
。
矢
作
建
設
さ
ん
と
仕
事
し
て
き
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？

建
設
業
界
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
型

枠
業
界
へ
の
新
規
入
職
者
が
な
か
な
か
い
な
い

こ
と
で
す
。

ま
た
、
型
枠
工
事
の
宿
命
な
の
で
す
が
、
施

工
後
に
不
具
合
が
あ
っ
て
も
自
分
た
ち
で
は
何

も
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
自
分
達
の
不
具
合
を

他
者
に
ゆ
だ
ね
て
直
し
て
も
ら
う
の
は
歯
が
ゆ

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。
な
の
で
、
常

に
精
度
の
高
い
施
工
を
心
掛
け
、
補
修
の
無
い

よ
う
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

優しく温和な山本社長で
したが、取材中は何度も
「常にお客様の立場に立っ
て物事を考えています！」
と語られており、そのお姿�
に社長の熱い思いを感じ
ました！入職者不足に頭
を悩ませ、型枠工事（建
設業）の未来を真剣に考
え、日々仕事に邁進され
る姿に感銘をうけました。

事務局から

株式会社 創羽
所在地：尾張旭市庄中町
業　種：�建築・土木型枠工事一式
代表者：代表取締役 山本篤紀

訪
問

会
員
企
業

今回はどんなに複雑で難しい
型枠も段取りよく組み立てて
くださる株式会社創羽さんを
ご紹介します。

Report

Pick up!
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現場名 工事名称：�新東名高速道路　新磐田スマートインターチェンジ土木委託工事
工事場所：�静岡県磐田市敷地～合代島
工事期間：�2018年２月 27日～ 2021年２月５日

ど
の
よ
う
な
現
場
で
し
た
か

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
新
設
工
事
の
内
、

料
金
所
等
に
電
気
、
通
信
配
線
を
持
っ
て
行

く
た
め
の
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
、
配
管
布
設
工
事

で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
入
口
、
出

口
な
ど
複
数
か
所
に
敷
設
す
る
た
め
、
工
程

に
沿
っ
て
場
所
を
移
動
し
な
が
ら
工
事
を
進

め
て
い
く
現
場
と
な
り
ま
す
。

苦
労
し
た
こ
と
、
失
敗
談
な
ど

経
験
の
な
い
大
型
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
を
敷
設

す
る
工
事
で
し
た
。
事
前
に
詳
細
な
打
合
せ

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
大
雨
の
た

め
路
盤
が
緩
み
、
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
が
工
程
通

り
搬
入
で
き
な
い
た
め
何
回
も
日
程
変
更
を

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
、�

�

喜
び
・
感
動
し
た
こ
と

施
工
当
初
か
ら
8
月
の
猛
暑
の
炎
天
下
で

の
作
業
で
し
た
。
熱
中
症
に
な
る
程
の
暑
い

日
が
続
き
、
山
影
が
の
び
る
15
時
以
前
ま
で

は
、
は
か
ど
ら
な
い
日
が
続
き
、
作
業
も
計
画

の
半
分
し
か
で
き
な
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
全
員
が
「
絶
対
に
や
り
き
る
」
と
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
、
取
り
掛
か
っ
て
く
れ
た
お

か
げ
で
無
事
に
予
定
通
り
に
完
了
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
、
仲
間
の
底
力
に
感
動
し
ま
し
た
。

施
工
中
に
よ
く
訪
れ
た
お
店
や
場
所

現
場
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
に
よ
く
通
い
ま
し

た
。
暑
く
て
あ
ま
り
食
べ
れ
な
い
の
で
と
ろ

ろ
そ
ば
と
か
冷
や
し
う
ど
ん
ば
か
り
食
べ
て

し
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。

し
か
し
、
現
場
職
員
の
方
々
と
一
緒
に
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
何
と
か
搬
入
据
付

が
で
き
た
と
き
は
、心
か
ら
安
堵
し
ま
し
た
。

ま
た
、
配
管
の
曲
げ
も
、
油
圧
機
械
で
の

施
工
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
は
曲
げ
不
足
や

曲
げ
す
ぎ
の
調
整
に
も
苦
労
し
ま
し
た
。

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

た
ま
に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
近
く
の
土
産
物

屋
に
併
設
の
食
堂
に
行
っ
て
ま
し
た
。
そ
こ
で

食
べ
た
手
作
り
ハ
ン
バ
ー
グ
や
茶
そ
ば
が
美
味

し
か
っ
た
で
す
。

当
時
の
矢
作
建
設
社
員
や
作
友
会
員

（
協
力
会
社
）
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

現
場
の
職
員
や
協
力
会
社
の
方
々
の
協
力
の

お
か
げ
で
、
無
事
に
引
き
渡
し
が
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
次
世
代
の
社
員
に
し
っ
か
り
継

承
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
関
係
各

所
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

矢
作
建
設
工
業
の
職
員
の
方
々
、
異
業
種
の

方
々
と
力
を
合
わ
せ
、
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

毎
回
現
場
で
作
品
を
つ
く
ら
せ
て
頂
い
て
い
る

と
い
う
気
持
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
内
一
丸
と

な
っ
て
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
御

指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

名北電気工事株式会社
取締役 工事部長

岩 田 賢 治
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て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
何
だ
か
文
化
祭
の
準
備

を
し
て
い
る
み
た
い
で
毎
日
が
楽
し
い
で
す
。

―�

こ
の
仕
事
の
苦
労
や
や
り
が
い
は
何
で
す
か
？

何
も
無
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
ど
ん
ど
ん
形
に

な
っ
て
い
く
光
景
を
見
て
い
る
と
、
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
自
分
で
回
路
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、

悪
い
箇
所
は
手
直
し
を
し
て
、
最
後
に
電
気
が

点
い
た
時
の
喜
び
は
大
き
い
で
す
！！

―�

仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は�

�

何
で
す
か
？

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
会
社
の
上
司
や
先
輩
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
他
の
協
力
会
社
さ
ん
の
協
力
が
無
い
と
仕

事
は
で
き
な
い
の
で
、
自
ら
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
以
前
、
私
の
発
注
ミ
ス
で
職
人
さ
ん
に
迷

惑
を
掛
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
職
人
さ

ん
は
文
句
を
言
い
つ
つ
も
仕
事
を
き
ち
ん
と
納

め
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
と
き
に
は

失
敗
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
経
験
を
積
ん
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！

―�

将
来
の
展
望
は
何
で
す
か
？

会
社
で
尊
敬
し
て
い
る
女
性
の
先
輩
の
よ
う

に
、
早
く
一
人
で
現
場
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
今
後
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
の

勉
強
を
し
て
、
普
段
忙
し
く
し
て
い
る
上
司
の

手
伝
い
が
少
し
で
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
で
す
！

―�

こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

父
が
自
営
業
で
水
道
屋
を
営
ん
で
お
り
、
母
も

父
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
環
境
で
育
ち
ま
し

た
。
汚
れ
た
作
業
服
で
帰
っ
て
く
る
両
親
の
姿

が
昔
か
ら
カ
ッ
コ
イ
イ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
は
普
通
科
で
そ
の
後
や
り
た
い
仕
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
女
性
が
や
っ

て
い
な
い
電
気
の
仕
事
が
で
き
る
と
い
い
な
と

思
い
、
専
門
学
校
で
電
気
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
後
、
就
職
で
は
今
の
会
社
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
行
き
、
同
じ
学
校
の
先
輩
も
い
る
と

い
う
こ
と
で
こ
の
会
社
に
入
り
ま
し
た
。

―�

ど
ん
な
ご
家
族
で
す
か
？

父
を
中
心
に
家
の
改
修
を
す
る
の
が
好
き
な
家

族
で
…
（
笑
）
部
屋
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
増
設
し

た
り
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
作
っ
た
り
、
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
を
入
れ
替
え
た
り
…
そ
ん
な
こ
と
を
普

通
に
や
っ
て
し
ま
う
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
家
族

で
す
！　

Ｇ
Ｗ
は
家
族
総
出
で
庭
の
草
む
し
り

を
し
ま
し
た
。
本
当
は
嫌
な
ん
で
す
が
、
そ
の

後
の
家
族
で
す
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
く

て
、
頑
張
り
ま
し
た
！

―�

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
い
い
と
思
う
こ
と
は�

�

何
で
す
か
？

た
く
さ
ん
の
協
力
会
社
、
大
勢
の
人
達
が
力
を

合
わ
せ
て
一
つ
の
大
き
な
建
物
を
つ
く
っ
て
い

く
と
こ
ろ
が
ス
ゴ
イ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
勢

の
人
達
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
役
割
を
果
た
し

電気工事が大好き！と眼を輝かせながらインタビューに答えて
くれた間瀬さん。夏の暑い時期汗もいっぱいかくけれど、全く
気になりません！と元気ハツラツな様子。経験年数が１年とは
思えない仕事ぶりで、新入社員を育成し、また早く仕事を覚え
て上司の力にもなりたいと語る間瀬さん！　その姿はもはや会
社の期待の星！　逞しいです～！

事務局から
Ok !k !

Fmm ...

mm ...

所属：三和電気土木工事株式会社
年齢：21歳（経験年数1年）間

ませ

瀬 千
ちとせ

歳さん
Sm ilem ile

作業服で帰ってくる両親の姿が
昔からカッコイイと思っていました

Check !
heck !
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インタビュー　 　ミックさん

け
な
い
と
い
う
思
い
で
す
。
当
社
で
は
私
が
嫌
わ
れ
役
で
す
。
結

果
担
当
者
が
や
り
や
す
く
な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

矢
作　

協
力
会
社
に
も
し
っ
か
り
促
進
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

佐
藤　

�

社
会
保
険
の
加
入
が
建
設
業
許
可
証
の
更
新
要
件
に
な
っ
た

こ
と
で
協
力
会
社
の
安
全
書
類
が
整
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

送
り
出
し
教
育
が
大
切

前
川　

送
り
出
し
教
育
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
ま
す
。

矢
作　

は
い
、
そ
の
こ
と
が
下
位
企
業
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
の

で
、
い
つ
も
登
録
が
ス
ム
ー
ズ
な
の
で
す
ね
。

前
川　

矢
作
建
設
さ
ん
が
送
り
出
し
教
育
資
料
を
グ
リ
ー
ン
サ
イ

ト
に
挙
げ
て
く
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
見
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　

新
規
の
教
育
は

搬
入
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

矢
作　

全
て
は
安
全
へ

の
意
識
で
す
ね
。
今
後

と
も
円
滑
な
書
類
提
出

の
為
に
グ
リ
ー
ン
サ
イ

ト
を
活
用
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
本
日
は
貴
重

な
お
時
間
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
の
担
当
者
が
明
確

矢
作　
現
在
御
社
は
ど
の
よ
う
な
体
制
で
グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
業

務
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
？

前
川　

協
力
会
社
が
９
社
あ
り
、
各
社
の
作
業
員
が
70
名
い
ま

す
。
協
力
会
社
と
の
や
り
取
り
は
、
期
限
切
れ
の
更
新
管
理
を

主
と
し
て
私
が
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
部
門
ご
と
に
担
当
者

を
置
い
て
お
り
、
基
礎
工
事
は
私
で
、
他
に
ク
レ
ー
ン
工
事
と

橋
梁
工
事
に
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
を
置
い
て
い
ま
す
。

２
次
協
力
会
社
と
の
や
り
取
り
を

粘
り
強
く
行
っ
て
き
た

矢
作　

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

前
川　

書
類
集
め
で
す
ね
。
先
ず
は
取
り
寄
せ
た
い
書
類
（
証

明
書
・
資
格
証
等
）
は
ど
ん
な
形
式
で
も
い
い
の
で
写
真
を

撮
っ
て
送
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

佐
藤　

�

最
初
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
な
い
時
代
で
、
協
力
会
社
の

作
業
員
に
事
務
所
ま
で
来
て
も
ら
っ
た
り
、
健
康
診
断
の
時
に
免

許
証
・
資
格
証
を
持
っ
て
来
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

代
行
機
能
を
使
い
１
次
企
業
と
し
て

責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

矢
作　

受
け
取
っ
た
資
格
証
等
の
デ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
い
ま
す
か
？

前
川　

�

協
力
会
社
ご
と
の
フ
ォ
ル
ダ
に
ま
と
め
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

矢
作　

期
限
切
れ
更
新
の
管
理
な
ど
、
取
り
ま
と
め
が
大
変
な

印
象
が
あ
り
ま
す
が
。

前
川　

代
行
で
下
位
企
業
が
固
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
元
々
が

し
っ
か
り
管
理
さ
れ
て
い
る
会
社
と
の
付
き
合
い
な
の
で
う
ま

く
で
き
て
い
ま
す
。

当
初
は

顔
の
見
え
な
い
や
り
取
り
に
戸
惑
っ
た

矢
作　

当
社
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
も
ご
確
認
い
た
だ
け
て
い

ま
す
か
？

前
川　

は
い
、
い
つ
も
確
認
し
て
い
ま
す
。

矢
作　

各
現
場
の
グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
が
終
了
す
る
ま
で
に
、
個

別
に
是
正
を
依
頼
す
る
必
要
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
っ

か
り
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
証
拠
で
す
ね
。

前
川　��“
現
場
の
ほ
う
に
提
出
”
し
て
い
る
意
識
な
の
に
、
コ

メ
ン
ト
の
や
り
取
り
が
現
場
で
は
な
く
、
安
全
環
境
部
か
ら
も

く
る
よ
う
に
な
っ
た
時
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
今
は
そ
れ
に
も

慣
れ
て
き
ま
し
た
。

矢
作　

グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
の
機
能
は
多
様
な
の
で
現
場
で
全
部

把
握
し
よ
う
と
す
る
と
大
変
で
す
。
そ
こ
で
役
割
を
分
担
し
て

内
勤
（
安
全
環
境
部
等
）
で
も
遠
隔
で
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
は

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
違
和
感
を
お
持
ち
に
な
る
の
は
そ

の
点
か
な
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　

�

す
べ
て
現
場
で
や
る
の
で
は
な
く
本
社
で
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
部
署
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
な
業
務
に
集
中
し
て

い
く
と
い
う
や
り
方
に
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

ツ
ー
ル
と
本
質
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば

も
っ
と
や
り
や
す
い

矢
作　

24
年
問
題
も
あ
っ
て
、
流
れ
と
し
て
は
そ
う
な
っ
て
い

ま
す
。
グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
の
書
類
を
管
理
す
る
と
い
う
の
も
そ

の
一
つ
で
す
ね
。

佐
藤　

元
請
側
か
ら
す
る
と
現
場
に
入
場
し
て
い
る
作
業
員
に

関
し
て
は
、
１
次
会
社
が
書
類
の
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
送
り

出
し
て
い
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
は
送
り

出
す
側
な
の
で
、
書
類
を
し
っ
か
り
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

前川課長代理佐 藤 部 長

ゼ
ネ
コ
ン
に
よ
っ
て

ツ
ー
ル
が
様
々
　

対
応
力
が
必
要

矢
作　

�

他
の
ゼ
ネ
コ
ン
は

全
部
現
場
か
ら
指
導
が
き

ま
す
か
？

前
川　

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
も

今
は
現
場
で
は
な
く
事
務

管
理
部
署
か
ら
が
多
い
で

す
ね
。

佐
藤　��

ゼ
ネ
コ
ン
に
よ
っ

て
使
用
す
る
安
全
書
類

ツ
ー
ル
が
違
う
の
で
使
い

分
け
る
こ
と
に
苦
労
し
ま

し
た
。
実
際
は
グ
リ
ー
ン

サ
イ
ト
の
後
に
ビ
ル
デ
ィ

な
ど
の
他
の
ツ
ー
ル
が
出

て
き
ま
し
た
か
ら
。

矢
作　

�

今
は
二
つ
だ
け
で
す
か
？

前
川　

主
に
そ
う
で
す
ね
。

経
営
者
の
立
場
か
ら
安
全
に
つ
い
て
厳
し
く

～ 

時
に
は
嫌
わ
れ
者
に
な
っ
て 

～

矢
作　

し
っ
か
り
や
っ
て
く
だ
さ
る
会
社
は
い
い
で
す
が
、
職
長

や
職
人
さ
ん
が
書
類
整
備
も
兼
務
し
て
い
る
と
難
し
い
で
す
ね
。

前
川　

社
長
に
直
接
電
話
し
て
い
ま
す
。
昼
間
は
現
場
に
出
て
い

る
の
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
連
絡
を
取
る
の
は
難
し
い
で
す
。

佐
藤　

協
力
会
社
に
も
「
自
社
で
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
取
引
で
き

な
い
ぞ
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
う
で
も
し
な
い
と
安
全
書
類
の

整
備
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
誰
か
が
悪
者
に
な
ら
な
い
と
い

今回第２回といたしまして、株式会社ミックのグリーンサイトご担当者様にインタビューをいたしました。
同社は、普段から「安全書類の整備」に力を入れられており、各種安全書類もグリーンサイトでスムーズ
に提出できている現状です。
どのような取り組みをされているのかを中心に、これまでの経緯なども含めお話しを伺いました。
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第 2 回
株式会社

ミック
さん
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編
集
後
記

作友会活動の

あしあと

2023年度上半期（4月～9月）

作友会へのご意見・ご要望は、右記メールアドレスまでご連絡ください。　　info-sakuyukai@yahagi.co.jp

作
友
会
の
皆
様
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
事
務
局
の
大
澤
で
す
。

さ
て
、
私
は
仕
事
で
矢
作
建
設
の
現
場
に

行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
新
入
社

員
に
会
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
・
彼
女

ら
を
見
て
い
る
だ
け
で
と
て
も
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
４
月
に
入
社
し
仕

事
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
仕
事
を
早
く
覚
え
た
い
！
と
思

い
、
必
死
に
努
力
し
て
い
る
姿
は
本
当
に
爽

や
か
で
頼
も
し
い
で
す
。
私
も
新
入
社
員
の

頃
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も

持
ち
続
け
、
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

常
に
ワ
ク
ワ
ク
感
を
持
っ
て
仕
事
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
新
入
社
員
の
中
に
は
、
な
か
な
か
上

手
く
仕
事
が
で
き
ず
に
い
る
人
、
失
敗
ば
か

り
し
て
落
ち
込
ん
で
い
る
人
、
人
間
関
係
で

思
い
悩
ん
で
い
る
人
等
々
…
「
悩
み
」
や

「
失
敗
」
に
直
面
し
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

し
か
し
こ
の
「
悩
み
」
や
「
失
敗
」
は
自
己

を
強
く
し
、
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
何
よ
り
も
大

切
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
今
の
若
者

世
代
は
回
り
道
や
失
敗
を
無
駄
と
し
て
恐
れ

る
傾
向
が
強
い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
が
、
人

は
大
な
り
小
な
り
「
悩
み
」
が
あ
り
、「
失

敗
」
も
経
験
し
ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、「
悩

み
」
や
「
失
敗
」
も
す
べ
て
吸
収
し
て
前
進
あ

る
の
み
！
こ
の
気
概
で
い
く
こ
と
に
価
値
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
私
も
仕
事
で
の
「
悩
み
」
や

「
失
敗
」
は
自
己
へ
の
成
長
と
捉
え
、
さ
ら
に

前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
作
友
会
事
務
局　

大
澤
）

作画：ひなたゆうべ

⃝

第
99
回
理
事
会

４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

対
策
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

⃝

第
53
回
定
期
総
会

４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

対
策
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

⃝

鉄
道
近
接
作
業
者
講
習
会

４
月
、
６
月
、
７
月
、
８
月
に
鉄
道
技
術
研

修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
延
べ
245
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

⃝

オ
ン
ラ
イ
ン
安
全
塾

４
月
、
５
月
、
６
月
、
７
月
、
８
月
に
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
延
べ
569
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

⃝

安
全
衛
生
推
進
大
会

６
月
、
会
場
（
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋
）
と
オ

ン
ラ
イ
ン
の
併
用
に
て
開
催
し
、
矢
作
グ

ル
ー
プ
役
職
員
195
名
、
作
友
会
員
162
名
が
参

加
し
ま
し
た
。（
本
誌
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

⃝

第
８
回
土
木
・
鉄
道
部
会
（
懇
親
会
）

７
月
３
日
に
開
催
し
、
矢
作
建
設
工
業
㈱
本

社
に
て
土
木
・
鉄
道
部
会
会
員
53
名
と
矢
作

建
設
役
職
員
43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋
に
て
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

⃝
第
52
～
54
回
建
築
部
会

５
月
、
７
月
、
９
月
に
開
催
し
、
矢
作
建
設
工

業
㈱
本
社
に
は
建
築
部
会
役
員
延
べ
34
名
と
矢

作
建
設
役
職
員
延
べ
39
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は

建
築
部
会
員
延
べ
165
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
５

月
の
部
会
の
後
に
は
懇
親
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

⃝

建
築
部
会
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

４
月
、
５
月
、
６
月
、
８
月
、
９
月
に
建
築

部
会
員
10
社
と
矢
作
建
設
職
員
延
べ
10
名
が

５
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

⃝

全
国
安
全
週
間
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル

７
月
に
作
友
会
員
８
社
と
矢
作
建
設
役
職
員

延
べ
43
名
が
30
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

⃝

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
支
援

５
月
、
６
月
、
８
月
作
友
会
会
員
企
業
の
作

業
員
４
名
が
外
部
団
体
主
催
の
教
育
を
受
講

し
、
会
員
企
業
に
対
し
作
友
会
か
ら
受
講
料

を
補
助
い
た
し
ま
し
た
。

⃝
��

第
１
回
企
業
内
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催

矢
作
建
設
と
作
友
会
員
計
27
名
で
講
師
の
た

め
の
講
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

⃝

作
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
変
り
ま
し
た
。

https://w
w
w
.sakuyukai.jp/
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